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１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第３四半期 52,317 △0.2 8,222 △33.5 5,460 △65.0

28年３月期第３四半期 52,443 11.7 12,370 7.3 15,609 112.6
(注) 包括利益 29年３月期第３四半期 △616百万円( －％) 28年３月期第３四半期 13,986百万円(△26.4％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第３四半期 21.66 －

28年３月期第３四半期 62.09 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第３四半期 6,214,998 195,517 3.1

28年３月期 5,864,699 198,279 3.4
(参考) 自己資本 29年３月期第３四半期 195,517百万円 28年３月期 198,279百万円

（注）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。

なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 4.00 － 4.50 8.50

29年３月期 － 4.00 －

29年３月期(予想) 4.00 8.00
（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注) 28年３月期 期末配当金の内訳 普通配当金 4円00銭 記念配当金 0円50銭（創立75周年記念配当）

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,500 △32.9 8,000 △56.1 31.74
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期３Ｑ 252,500,000株 28年３月期 252,500,000株

② 期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 440,587株 28年３月期 433,847株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 252,062,670株 28年３月期３Ｑ 251,386,104株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了

しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

決算短信（宝印刷） 2017年01月30日 15時05分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



【添付資料】 

目  次 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明  ·····································  ２

（２）財政状態に関する説明 ······································  ２ 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  ···············  ２

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

追加情報  ···················································· ２ 

３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表  ·····································  ３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書 ······································  ４ 

四半期連結包括利益計算書 ··································  ５ 

（３）継続企業の前提に関する注記  ·······························  ６

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記  ·············  ６

（参考資料） 

平成２８年度第３四半期決算説明資料（単体）  ·················  ７～１３ 

㈱東邦銀行（8346） 平成29年3月期第3四半期決算短信

－　1　－



１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明

経常収益は有価証券関係収益が増加する一方、貸出金利息が減少したことなどから、前年同期比１億26百万円減

少の523億17百万円となりました。

また、経常費用は資金調達費用が減少する一方、有価証券関係費用が増加したことなどから、前年同期比40億22

百万円増加の440億95百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比41億48百万円減少の82億22百万円となりました。また、親会社株主に帰属する

四半期純利益は前年同期において連結子会社化に伴う負ののれん発生益等を計上したことなどから、前年同期比

101億48百万円減少の54億60百万円となりました。 

（２）財政状態に関する説明

主要勘定の動向

Ａ．預金・譲渡性預金

譲渡性預金を含む総預金は、個人預金及び法人預金の増加により、前年度末比 1,090 億円増加し、５兆 6,212

億円となりました。

Ｂ．貸出金 

事業性貸出、個人ローン、公共貸出ともに増加したことから、前年度末比 2,744 億円増加し、３兆 2,007

億円となりました。

Ｃ．有価証券 

市場動向を注視しつつ、適切な運用に努めました結果、前年度末比 292 億円増加し、１兆 5,650 億円となり

ました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成 28 年 11 月 10 日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

追加情報 

  （「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

現金預け金 1,318,806 1,338,648

コールローン及び買入手形 － 3,000

買入金銭債権 13,849 14,661

商品有価証券 250 159

金銭の信託 11,852 13,311

有価証券 1,535,740 1,565,025

貸出金 2,926,322 3,200,782

外国為替 995 1,683

リース債権及びリース投資資産 7,836 7,693

その他資産 11,410 28,052

有形固定資産 40,503 40,054

無形固定資産 2,235 1,998

繰延税金資産 747 1,607

支払承諾見返 8,022 9,399

貸倒引当金 △13,873 △11,080

資産の部合計 5,864,699 6,214,998

負債の部

預金 5,128,674 5,134,078

譲渡性預金 383,548 487,198

コールマネー及び売渡手形 43,945 232,617

債券貸借取引受入担保金 27,310 79,197

借用金 34,996 34,701

外国為替 90 208

その他負債 28,198 31,115

退職給付に係る負債 7,238 6,636

役員退職慰労引当金 56 43

睡眠預金払戻損失引当金 630 630

偶発損失引当金 410 347

ポイント引当金 113 174

特別法上の引当金 － 0

繰延税金負債 114 123

再評価に係る繰延税金負債 3,067 3,006

支払承諾 8,022 9,399

負債の部合計 5,666,420 6,019,480

純資産の部

資本金 23,519 23,519

資本剰余金 13,653 13,653

利益剰余金 139,422 142,832

自己株式 △142 △144

株主資本合計 176,452 179,860

その他有価証券評価差額金 30,038 21,111

繰延ヘッジ損益 △4,649 △2,186

土地再評価差額金 934 841

退職給付に係る調整累計額 △4,496 △4,109

その他の包括利益累計額合計 21,826 15,656

純資産の部合計 198,279 195,517

負債及び純資産の部合計 5,864,699 6,214,998
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

経常収益 52,443 52,317

資金運用収益 32,040 30,629

（うち貸出金利息） 22,391 21,336

（うち有価証券利息配当金） 8,776 8,514

役務取引等収益 11,393 10,951

その他業務収益 6,021 8,858

その他経常収益 2,988 1,878

経常費用 40,073 44,095

資金調達費用 2,418 1,883

（うち預金利息） 1,190 693

役務取引等費用 3,773 4,320

その他業務費用 3,825 7,287

営業経費 29,295 29,954

その他経常費用 760 650

経常利益 12,370 8,222

特別利益 7,679 39

固定資産処分益 6 27

受取補償金 8 11

段階取得に係る差益 1,630 －

負ののれん発生益 6,033 －

特別損失 224 229

固定資産処分損 211 195

減損損失 13 33

金融商品取引責任準備金繰入額 － 0

税金等調整前四半期純利益 19,825 8,032

法人税、住民税及び事業税 2,951 858

法人税等調整額 1,265 1,713

法人税等合計 4,216 2,571

四半期純利益 15,609 5,460

親会社株主に帰属する四半期純利益 15,609 5,460
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 15,609 5,460

その他の包括利益 △1,622 △6,076

その他有価証券評価差額金 △311 △8,927

繰延ヘッジ損益 △1,318 2,463

退職給付に係る調整額 34 387

持分法適用会社に対する持分相当額 △27 －

四半期包括利益 13,986 △616

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,986 △616
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（３）継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

    該当事項はありません。 
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（参考資料）

１．

２．

３．

４．

５．

自己資本比率

金融再生法開示債権

損益の内訳

平成２８年度第３四半期

決　算　説　明　資　料

損益の状況

業績の状況

【 単 体 】
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１．損益の状況（単体）

（単位：億円）

２８年度
第３四半期

２７年度
第３四半期

平成29年３月期
業績予想 （注）

（９ヵ月） 前年同期比 （９ヵ月） （12ヵ月）

489 13 476

コア業務粗利益 ① 351 △7 359

資金利益 296 0 295

役務取引等利益 56 △11 67

その他業務利益
(除く国債等債券関係損益)

△0 2 △2

経費 ② 284 3 280

うち人件費 141 0 141

うち物件費 127 3 123

コア業務純益 （①－②） 67 △10 78

有価証券関係損益 14 △18 32

国債等債券関係損益 6 △9 16

株式等関係損益 6 △9 16

金銭の信託運用損益 1 1 0

与信関係費用 （③＋④－⑤－⑥） △4 △6 2

一般貸倒引当金繰入額 ③ － 1 △1

不良債権処理額 ④ 0 △3 3

貸倒引当金戻入益 ⑤ 4 4 －

償却債権取立益 ⑥ 0 0 －

その他臨時損益 △0 △4 4

85 △26 112 115

特別損益 △1 0 △2

税引前四半期純利益 83 △26 110

法人税等合計 22 △13 36

60 △12 73 80

（注）　業績予想につきましては、平成28年11月10日公表の数値から変更ありません。

経常収益

経常利益

四半期純利益

（１）経常収益 ４８９億円 ＜前年同期比 ＋１３億円（＋ ２．９％）＞

国債等債券売却益の増加などから、経常収益は増加しました。

（２）コア業務純益 ６７億円 ＜前年同期比 △１０億円（△１３．８％）＞

役務取引等利益の減少に加え、物件費の増加などから、コア業務純益は減少しました。

（３）経常利益 ８５億円 ＜前年同期比 △２６億円（△２３．９％）＞

有価証券関係損益の減少などから、経常利益は減少しました。

（４）四半期純利益 ６０億円 ＜前年同期比 △１２億円（△１７．６％）＞

経常利益の減少により、四半期純利益は減少しました。
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２．業績の状況（単体）

（１）総預かり資産、総預金（譲渡性預金含む）

（単位：億円）

27年12月末比 28年9月末比

60,853 2,079 1,969 58,773 58,884

総預金 56,350 2,160 1,856 54,190 54,494

預かり資産 4,502 △80 112 4,583 4,390

（単位：億円）

27年12月末比 28年9月末比

56,350 2,160 1,856 54,190 54,494

個人預金 31,257 215 655 31,042 30,602

法人預金 12,251 1,955 319 10,295 11,931

公金預金等 12,842 △10 881 12,852 11,960

（単位：億円）

27年12月末比 28年9月末比

4,502 △80 112 4,583 4,390

生命保険 2,851 170 112 2,681 2,739

投資信託 898 △79 21 977 876

公共債 752 △170 △21 923 774

28年12月末 27年12月末 28年9月末

　　預かり資産

28年12月末 27年12月末 28年9月末

　　総預金

28年12月末 27年12月末 28年9月末

　　総預かり資産
　　（総預金＋預かり資産）

（注）総預金は、譲渡性預金を含んでおります。

○総預かり資産（総預金＋預かり資産）は、前年同期比２，０７９億円増加（＋３．５％）し、６兆８５３

億円となりました。

○総預金は、個人預金および法人預金の増加により、前年同期比２，１６０億円増加（＋４．０％）し、

５兆６，３５０億円となりました。

○預かり資産は、生命保険が前年同期比１７０億円増加（＋６．４％）の２，８５１億円となりましたが、

投資信託・公共債を含めた全体では前年同期比８０億円減少（△１．８％）し、４，５０２億円となり

ました。
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（２）貸出金（含む私募債）

（単位：億円）

27年12月末比 28年9月末比

32,382 3,220 361 29,162 32,021

　貸出金 32,045 3,195 333 28,849 31,711

　事業性貸出 15,700 722 588 14,978 15,111

　個人ローン 7,273 395 96 6,877 7,176

　うち住宅ローン 6,704 357 91 6,346 6,612

　公共貸出 9,070 2,077 △351 6,993 9,422

　私募債 337 24 27 312 310

28年9月末

　貸出金（含む私募債）

28年12月末 27年12月末

○貸出金（含む私募債）は、事業性貸出、個人ローン、公共貸出ともに増加し、前年同期比３，２２０億
円増加（＋１１．０％）し、３兆２，３８２億円となりました。
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（３）有価証券

（単位：億円）

27年12月末比 28年9月末比

15,693 △655 534 16,348 15,159

国債 6,069 △1,211 △3 7,280 6,072

地方債 2,249 △119 △0 2,368 2,249

社債 3,509 △240 △117 3,750 3,626

株式 520 △25 59 546 460

その他の証券 3,345 941 595 2,403 2,749

（単位：億円）

27年12月末比 28年9月末比

299 △110 △87 410 387

株式 149 △22 67 171 82

債券 203 △22 △93 225 296

その他 △52 △66 △61 13 8

３．自己資本比率

【国内基準】

27年12月末

27年12月末 28年9月末

28年9月末

28年12月末

28年12月末

その他有価証券評価損益

有価証券

○市場動向を注視しつつ、適切な運用に努めました結果、有価証券は前年同期比６５５億円減少
（△４．０％）し、１兆５，６９３億円となりました。

○貸出金等の総資産の増加により、連結自己資本比率は２８年９月末比０．３３％低下し、９．５５％と
なりました。

（単位：億円）

28年9月末比

自己資本（Ａ） 2,027 18 2,009

リスクアセット等（Ｂ） 21,219 902 20,317

自己資本比率（A÷B） 9.55% △0.33% 9.88%

自己資本（Ｃ） 1,955 17 1,937

リスクアセット等（Ｄ） 21,197 859 20,337

自己資本比率（Ｃ÷Ｄ） 9.22% △0.30% 9.52%

単
体

28年9月末28年12月末

連
結
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４．金融再生法開示債権（正常債権除く）

（単位：億円）

27年12月末比 28年9月末比

293 △68 △3 361 296

破産更生債権等 93 △54 △2 148 96

危険債権 188 △14 △1 203 190

要管理債権 11 0 0 10 10

0.90% △0.33% △0.02% 1.23% 0.92%

【参考】部分直接償却を実施した場合 （単位：億円）

27年12月末比 28年9月末比

240 △22 △2 263 242

0.74% △0.16% △0.01% 0.90% 0.75%総与信比

金融再生法開示債権

27年12月末 28年9月末28年12月末

27年12月末 28年9月末28年12月末

総与信比

金融再生法開示債権

○経営支援等に積極的に取り組んだ結果、金融再生法開示債権は前年同期比６８億円減少

の２９３億円、総与信に対する比率は前年同期比０．３３％低下の０．９０％となりました。

○当行は、部分直接償却を実施しておりませんが、仮に部分直接償却を実施した場合は前年
同期比２２億円減少の２４０億円、総与信に対する比率は前年同期比０．１６％低下の０．７４
％となります。
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５．損益の内訳

増減

48,978 1,364 47,614 2.9%

業務粗利益 35,835 △ 1,733 37,569 △4.6%

(コア業務粗利益） (35,191) (△ 769) (35,961) (△2.1%)

資金利益 29,627 97 29,529 0.3%

役務取引等利益 5,602 △ 1,128 6,731 △16.8%

その他業務利益 605 △ 702 1,308 △53.7%

うち国債等債券関係損益（５勘定尻） ① 643 △ 964 1,608 △60.0%

経費（除く臨時処理分） 28,410 312 28,098 1.1%

人件費 14,154 18 14,135 0.1%

物件費 12,715 354 12,361 2.9%

税金 1,540 △ 60 1,601 △3.8%

実質業務純益 7,425 △ 2,045 9,471 △21.6%

(コア業務純益） (6,781) (△ 1,081) (7,862) (△13.8%)

一般貸倒引当金繰入額 ② － 158 △ 158 － 

業務純益 7,425 △ 2,204 9,629 △22.9%

うち国債等債券関係損益（５勘定尻） 643 △ 964 1,608 △60.0%

臨時損益 1,136 △ 484 1,620 △29.9%

不良債権処理額 ③ 35 △ 362 398 △91.0%

個別貸倒引当金純繰入額 － △ 357 357 － 

偶発損失引当金繰入額 △ 6 22 △ 29 － 

債権売却損等 42 △ 27 69 △38.9%

貸倒引当金戻入益 ④ 468 468 － － 

償却債権取立益 ⑤ 0 0 － － 

株式等関係損益（３勘定尻） ⑥ 617 △ 987 1,604 △61.5%

金銭の信託運用損益 ⑦ 140 128 12 － 

その他臨時損益 △ 54 △ 456 402 － 

8,561 △ 2,688 11,250 △23.9%

特別損益 △ 190 18 △ 208 － 

固定資産処分損益 △ 167 35 △ 203 － 

固定資産処分益 27 21 6 337.7%

固定資産処分損 195 △ 14 210 △7.0%

受取補償金 11 2 8 27.9%

固定資産減損損失 33 20 13 147.5%

税引前四半期純利益 8,371 △ 2,670 11,041 △24.2%

法人税等合計 2,286 △ 1,374 3,660 △37.5%

法人税、住民税及び事業税 461 △ 1,955 2,417 △80.9%

法人税等調整額 1,824 581 1,242 46.8%

6,085 △ 1,296 7,381 △17.6%

与信関係費用 （②＋③－④－⑤） △ 432 △ 672 239 － 

有価証券関係損益 （①＋⑥＋⑦） 1,401 △ 1,823 3,225 △56.6%

（注１）　コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券関係損益

（注２）　コア業務純益　 ＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益

経常利益

四半期純利益

（単位：百万円）

２８年度
第３四半期

２７年度
第３四半期

増減率

経常収益
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